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発 信 通

到 着 通

 

旅

客

貨

物

手
荷
物

小
荷
物

貨

車

[

鉄

道

電

報

()内 は1日 当 りの数字

　
柳
津
駅
は
、
昭
和
十
六
年
宮
下
ま
で
鉄
道
が
延

長
さ
れ
て
以
来
は
、
終
着
駅
と
し
て
の
性
格
を
失

い
、
次
第
に
変
貌
を
来
し
て
い
る
。
特
に
昭
和
四

十
年
代
以
降
は
、
バ
ス
・
自
家
用
車

・
ト
ラ
ッ
ク

等
の
交
通
運
輸
機
関
の
増
大
に
伴

い
、
利
用
の
漸

減
を
示
し
て
い
る
が
、
未
だ
に
鉄
道
の
価
値
は
大

き
い
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
現
在
柳
津
町
に
は
、
会
津
柳
津
駅

・
郷
戸
駅

・

滝
谷
駅
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
を
生
か
し

て
営
業
し
て
い
る
が
、
国
鉄
経
営
合
理
化
に
よ
っ

て
昭
和
四
十
六
年
八
月
よ
り
郷
戸
駅
は
駅
員
無
人

し
て
、
昭
和
十
六
年
十
月
二
十
八
日
に
同
線
が
宮
下
に
延
長
す
る
ま
で
そ
の
位

置
に
あ

っ
た
。
そ
の
間
に
虚
空
蔵
信
仰
と
景
勝
の
す
ぐ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

の
鉄
道
を
利
用
す
る
旅
客
は
数
多
く
、
柳
津
駅
は
乗
降
客

で
大
い
に
賑
わ

っ
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
鉄
道
開
通
に
よ
り
大
平
町
の
集
落
が
形
成
さ
れ
る

一
方
、

大
沼

・
南
会
二
郡
の
物
資

・
資
源
の
輸
送

の
根
拠
地
と
し
て
、
柳
津
駅
前
に
は

多
く
の
運
送
設
備
が
整
備
さ
れ
、
諸
物
資
が
山
積
さ
れ
て
重
要
な
物
資
輸
送
の

路
線
と
し
て
活
発
さ
を
示
し
て
い
た
。

　
宮
下
に
延
長
以
後
、
同
線
は
戦
後
昭
和
三
十

一
年
九
月
二
十
日
に
は
川
口
ま

で
開
通
し
、
さ
ら
に
電
源
開
発
株
式
会
社
に
よ

っ
て
昭
和
三
十
二
年
八
月

一
日

に
は
川
口
～
只
見
間
の
田
子
倉
専
用
鉄
道
が
全
通
し
た
が
、

こ
の
田
子
倉
専
用

鉄
道
は
昭
和
三
十
七
年
三
月
に
な

っ
て
国
鉄
に
編
入
さ
れ
現
在
に
至
つ
て
い
る
。

化
の
駅
と
な
っ
て
い
る
。

四
　
バ
ス
路
線
の
開
通
と
変
移

　
明
治
以
降
沼
田
街
道
改
修
が
進
め
ら
れ
て
く
る
と
、
従
来
の
交
通
機
関
で
あ

る
馬

・
荷
車
に
も
変
化
が
み
ら
れ
て
き
た
。
柳
津
町
に
交
通
機
関
の
先
が
け
と

し
て
現
わ
れ
た
の
は
乗
合
馬
車

(通
称
ト
テ
馬
車
)
で
、
大
正
の
初
め
頃
に
こ

の
乗
合
馬
車
が
柳
津
～
坂
下
間
を
往
来
し
た
が
、
こ
の
待
合
所
は
虚
空
蔵
尊
仁

王
門
下
で
あ

っ
た
。

　
し
か
し
、
大
正
十
二
年
に
内
田
俊
次
氏

(寺
家
町

・
大
正
十
五
年
没
)
が
柳

津
に
初
め
て
自
動
車
を
購
入
し
て
、
自
分
で
運
転
し
営
業
す
る
よ
う
に
な

っ
た

の
で
、
自
然
に
乗
合
馬
車
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　
次
い
で
鉄
道
会
津
線

(坂
下
～
柳
津
)
開
通
に
先
立
ち
、
昭
和
三
年
、
十
二



人
乗
自
動
車

(
通
称

コ
マ
ン
シ
ャ
ー

ル
)
が
定
期
的
に
運
行
開
始
し
た
。
当
時

の
記
録
に
、
「九
月
八
日
坂
下
ヨ
リ
柳
津
迄
初

メ
テ
車
通
行
ナ
リ
」
と
あ
る
の
は
、

こ
の
乗
合
自
動
車
運
行
開
始

の
こ
と
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

昭
和
十
四
年
頃
の

一
時
、
通
称
円
太
郎

バ
ス
と
い
う
約
二
十
人
乗
り
の
バ
ス
が

不
定
期
に
運
行
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
。

　
ま
た
、

ハ
イ
ヤ
ー

(
タ
ク
シ
ー
)
と
し
て
は
、
春
江
荘

の
渡
部
氏
が
、
昭
和

四
年
か
ら
十
三
年
ご
ろ
に
柳
津
か
ら
宮

下
ま
で
運
行
し
て
い
た
。
当
時
は
柳
津

ま
で
し
か
鉄
道
は
な
か

っ
た
。
柳
津
～
宮
下
間
が
六
十
銭
だ

っ
た
。

　
戦
後
は
バ
ス
路
線
が
拡
大
し
て
、
若
松
～
柳
津
～
郷
戸
線

(二
八

・
九
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
)
、
若
松
～
柳
津
～
只
見
線

(九
四

・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)、
柳
津
～

野
沢
線

(
一
四
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
)
、
柳
津
～
砂
子
原
線

(
一
四

・
八
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
)
が
運
行
し
た
が

(昭
和
三
十
五
年
現
在
)、
そ
の
後
に
柳
津
～
野
沢
線
は

乗
客

の
利
用
度
が
少
な
い
た
め
に
廃
線
と
な
り
、
代
わ

っ
て
若
松
～
坂
下
～
野

沢
線
が
国
道
四
九
号
線
の
近
代
舗
装
に
よ

っ
て
藤
峠
を
越
え
る
運
行
が
な
さ
れ

て
い
る
。

　
昭
和
四
十
五
年
以
降
の
国
道
四
九
号
線
、
同
二
五
二
号
線
の
改
修
に
よ
っ
て

七
折
峠

の
い
わ
ゆ
る
七
曲
り
も
大
き
な

一
つ
の
屈
曲
路
と
変
じ
て
自
動
車
の
運

行
も
容
易
と
な
り
、
特
に
バ
ス
は
冬
季

間
の
七
折
坂
の
運
転
が
便
利
に
な
り
、

運
転
距
離
も
短
縮
さ
れ
て
き
た
。

一
方
、
車
掌
同
乗
の
シ
ス
テ
ム
が
姿
を
消
し

運
転
手
単
独
で
の
ワ
ン
マ
ン
運
行
と
な
り
、
自
動
的
な
運
賃
支
払
い
、
乗
降
と

バ
ス
利
用
に
も
大
き
な
変
化
を
来
し
て
い
る
。

　
　
　
第
三
節
　
通
　
　
信

一
　
柳
津
郵
便
局
の
沿
革

　
柳
津
郵
便
局
の
誕
生
は
、
明
治
十

二
年

(
一
八
七
九
)
四
月

一
日
に
駅
逓
局
管

下
に
属
し
、
五
等
郵
便
局
と
し
て
柳
津
村
大
字
柳
津
甲

一
七
〇

(現
寺
家
町
小

川
ト
メ
さ
ん
の
番
地
)
に
開
局
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
小
川
氏
宅
は
藩
政
時
代
に

円
蔵
寺
の
寺
領
肝
煎
を
務
め
る
と
と
も
に
、
町
検
断

・
宿
駅
柳
津

の
人
馬
継
立

な
ど
を
し
て
い
た
の
で
、
明
治
の
近
代
化
に
伴
う
駅
逓
制
度
確
立
と
と
も
に
こ
の

郵
便
局
を
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
初
代
の
郵
便
局
長
は
小
川

家
の
当
主
で
あ

っ
た
小
川
孫
八
郎
で
あ
る
。
以
後
、
明
治
年
間
は
小
川
子
之
吉

(改
名
後
、
小
川
孫
八
郎
)
、
小
川
寿
八
、
雪
下

(小
川
)
虎
吉
の
各
氏
が
歴
代
襲

職
し
て
い
る
。
大
正
二
年

(
一
九
一
三

)
の
水
害
以
後
、
大
正
五
年
八
月

一
日
局
舎

は
寺
屋
町
か
ら
字
諏
訪
町
甲

一
一
八
番
地
に
移
転
し
、
更
に
大
正
六
年
十
二
月

十

一
日
、
字
諏
訪
町
甲

一
〇
八
番
地
に
新
局
舎
落
成
に

つ
き
移
転
し
た
。
局
長

は
、
大
正
四
年
八
月
十
二
日
よ
り
佐
藤
銀
五
郎

・
長
谷
川
美
材

・
佐
藤
栄

一
・

小
林
善
亮

(局
長
心
得
)
・
佐
藤
栄

一
の
各
氏
が
そ
の
任
に
当

っ
て
き
た
。

柳
津
郵
便
局
の
沿
革

一
覧
表



明
治

16
年

1
月

〃

16
年

11
月

21

日

〃

18
年

8
月

1

日

〃

19
年

3
月

25

日

〃

19
年

5
月

26
日

〃

20
年

2
月
21
日

〃

21
年

4
月
1

日

〃

22
年

7
月
17
日

〃

24
年

1
月
16

日

〃

25
年

3
月
3

日

〃

26
年

8
月
1

日

〃

26
年

12
月

〃

31
年

1
月
1

日

〃

32
年

12
月
1

日

〃

35
年

9
月
9

日

〃

36
年

7
月

柳
津
村
大
字
柳
津
甲

一
六
九
に
移
転

柳
津
村
大
字
柳
津
甲

一
七
〇
に
移
転

福

島

駅

逓

出

張

所

福

島

逓

信

管

理

局

福

島

逓

信

管

理

局

　

〃

仙

台

逓

信

管

理

局

福

島

電

報

電

話

局

仙

台

逓

信

管

理

局

仙
台
郵
便
局

官

報
改
正

に
付
、
組
替

明
治

14

・
10

●
19

よ
り

局
長
小
川
子
之
吉

四
等
郵
便
局

に
昇
格

貯

金
取
扱
業
務
開
始

三
等
郵
便
局

に
昇
格

局

長
小
川
子
之
吉
、
孫

八

郎

と
改
名

官
報
改

正

の
た

め
局
組
替

局
長
小

川
寿
八

(
大
字
柳

津

甲

一
一
)
と

な
る

官
報
改

正

の
た
め
組
替

宮

報
改
正

の
た

め
組
替

内

国
為
替
業
務
取
扱
開
始

局
長

雪
下
虎
吉
と
な

る

局
舎

新
築

に

つ
き
移
転

官
報
改

正

の
た

め
組
替

外

国
為
替

業
務
取
扱
開
始

小
包
郵

便
業
務
取
扱
開
始

寺
家

町
火
災
　
局
舎
焼
失

し
移

転

官
報

改
正

の
た

め
組
替

明

治
38
年

3
月
15
日

〃

39
年

4
月
1

日

〃

41
年

12
月
%

日

〃

43
年

4
月
1

日

〃

44
年

6
月
14

日

大

正
2
年

6
月
13

日

〃

2
年

12
月

5
日

〃

4
年

8
月

12

日

〃

4
年

9
月
16

日

〃

5
年

8
月
1

日

〃

5
年

10
月
1

日

〃

6
年

12
月
11
日

〃

8
年

5
月
15
日

〃

13
年

1
月

8
日

〃

13
年

1
月

29

日

柳
津
村
大
字
柳
津
甲

一
六
九
に
移
転

仙
台

逓

信

管

理

局

北
部
逓
信
局

柳
津
村
大
字

柳
津
字

諏
訪
町
甲

一

一
八

に

移
転

柳
津
村
大
字
柳
津
字

諏
訪
町
甲
一
〇
八
に

移
転

仙
台
逓
信
局

類

焼
の
た
め
仮
局
舎

に
執

務

の
と

こ
ろ
新
築
落
成

の

た
め
移
転

振
替
貯
金
業

務
取
扱
開
始

電
信
業
務
取
扱

開
始

官
報
改
正

の
た
め
組
替

年
金
恩
給
業
務

開
始

雪
下
虎
吉
、

小
川
虎
吉

ど

改
姓
局
長
続
行

宮
報
改
正

の
た
め
組
替

大
正
2
年

8
月
29

日
洪
水

災
害

の
た
め
敷

地
崩
壊
、

危
険

に

つ
き
移

転

局
長
佐
藤
銀

五
郎

(
大
字

柳

津
甲

一
七
)

と
な
る

電
話
業
務
取
扱

開
始

旧
局
舎
敷
地

不
良

に
付
、

移
転

保
険
業
務
取
扱

開
始

新
築
落
成

に

つ
き
移
転

官
報
改
正

の
た
め
組
替

局
長
長
谷

川
美
材

(
柳
津

甲

一
一
八
)

と
な
る

局
長
佐
藤
栄

一

(
柳
津
甲

一
七
)
と

な
る



大
正
15
年

10
月
1

日

昭
和
3
年

3
月
1

日

〃

12
年

4
月
25
日

〃

13
年

5
月

11
日

〃

16
年

2
月

1
日

〃

20
年

5
月

1

日

〃

20
年

9
月

18

日

〃

24
年

6
月
1

日

〃

28
年

7
月
15

日

郵
政
年
金
業
務
取
扱
開
始

電
話
交
換
業
務
取
扱
開
始

事
務
室
以
外
模
様
替

外
国
和
文
電
報
業
務
取
扱

開
始

特
定
郵

便
局
通
信
官
署
、

改

正

小

林
善
亮

(
会
津
高

田
町

甲

二
七
七

四
)
局
長

心
得

局
長
佐
藤
栄

一

(柳
津

甲

一
七
)
(
中
在
家

甲
一
二
二
)

一仙
台
郵
政
局

官
報
改
正

事
務
室
外
公
衆
電
話
室
模

様
替

⇒
　
西
山
郵
便
局
の
沿
革

　
西
山
郵
便
局
は
明
治
七
年

(
一
八
七
四
)
十
二
月
二
十

一
日
に
、
駅
逓
局
管

下
に
属
し
、
大
沼
郡
中
ノ
川
村
大
字
砂
子
原
字
居
平
二
八
三
に
砂
子
原
郵
便
局

と
し
て
開
局
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ

る
。
初
代
局
長
は
箕
田
洲
平
氏
で
あ
る
。

　
明
治
九
年
に
は
廃
局
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
同
十
三
年
三
月
二
十
四
日
に
中

ノ
川
郵
便
局
と
し
て
再
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
は
通
常
郵
便
事
務
を
取
扱
い
、

明
治
十
七
年
十

一
月
以
降
は
、
郵
便
局
長
と
し
て
金
子
豊
造

・
箕
田
洲
平

・
馬

場
庄
作

・
金
子
金
蔵

・
金
子
東
逸
の
各
氏
が
歴
任
し
て
い
る
。
主
な
沿
革
は
下

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

西
山
郵
便

局

の
沿
革

一
覧
表

年

月

日

一
位

　

　
　

置

一
監

督

局

名

一

記

大
沼
郡
中
ノ
川
村
大

字
砂
子
原
字
居
平
二

八
三

駅

逓

局

事

明
治

7
年

12
月

21

日

〃

9
年

〃

13
年

3
月
24

日

〃

17
年

11
月
1

日

〃

29
年

12
月

4
日

〃

32
年
1
月

1
日

〃

32
年

10
月

10
日

〃

33
年

10
月

1

日

〃

37
年

4
月

28

日

〃

37
年

7
月

8

日

〃

43
年

4
月
1

日

人
正
3
年

4
月
1

日

〃

4
年

4
月

1
日

〃

5
年

10
月

1
日

〃

12
年

12
月

21

日

大
沼
郡
中
ノ
川
村
大

字
砂
子
原
字
居
平
二

二
七
に
移
転

砂
子
原
郵
便
局
開
始

局
長
箕
田
洲
平

砂
子
原
郵
便
局
廃
局
と
な
る

中
ノ
川
郵
便
局
と
し
て
再

設
、
通
常
郵
便
取
扱

局
長
金
子
豊
造
と
な
る

局
長
箕
田
洲
平
と
な
る

貯
金
業
務
取
扱
開
始

局
長
馬
場
庄
作
と
な
る

為
替
業
務
取
扱
開
始

局
長
金
子
金
蔵
と
な
る

局
舎
移
転

年
金
恩
給
業
務
取
扱
開
始

税
納
入
振
替
貯
金
業
務
取

扱
開
始

各
庁
歳
出
入
入
金
業
務
取

扱
開
始

簡
易
保
険
業
務
取
扱
開
始

電
信

(内
国
和
文
、
日
支

和
文
)
業
務
取
扱
開
始



三　　岩
代
国
軽
井
沢
郵
便
局

　
岩
代
国
軽
井
沢
郵
便
局
と
は
、
有
名
な
軽
井
沢
銀
山
の
は
な
や
か
な
こ
ろ
に

特
別
に
設
置
さ
れ
た
局
で
あ

っ
て
、
そ
の
開
局
は
明
治
二
十
二
年
十
二
月
十
五

日
で
廃
局
、
同
三
十
五
年
十
二
月
十
五
日
、
設
置
期
間
は
十
三
年
間
に
及
ん
で

い
る
が
、
明
治
二
十
九
年
に
古
河
市
兵
衛
は
軽
井
沢
銀
山
の
経
営
を
打
ち
切

っ

た
の
で
、
銀
山
の
郵
便
局
は
そ
の
後
、
軽
井
沢
本
村
に
移
し
五
年
間
も
設
置
さ

れ
て
い
た
。

　
軽
井
沢
郵
便
局
に
つ
い
て
は
、
「
第
六
章
第

一
節
鉱
山
史

・
軽
井
沢
銀
山
」
の

項
に
詳
述
し
て
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
重
複
を
さ
け
る
か
ら
そ
の
項
を
参
照
さ

れ
た
い
。

大

正
15
年

10
月
1

日

昭
和
4
年

9
月
11

日

〃

11
年

11
月

26
日

〃

14
年

12
月

17
日

〃

16
年
8
月

19
日

仙
台
逓
信
局

郵
便
年
金
業
務
取
扱
開
始

電
話
通
話
業
務
取
扱
開
始

外
国
為
替
業
務
取
扱
開
始

局
舎
新
築

(
三
九

・
七
六

坪

)
会
津

西
山
郵
便
局
と

な
る
。

局

長
金
子
東
逸

と
な
る

ヨ
　
岩
代
国
軽
井
沢
郵
便
局

　
岩
代
国
軽
井
沢
郵
便
局
と
は
、
有
名
な
軽
井
沢
銀
山
の
は
な
や
か
な
こ
ろ
に

特
別
に
設
置
さ
れ
た
局
で
あ

っ
て
、
そ
の
開
局
は
明
治
二
十
二
年
十
二
月
十
五

日
で
廃
局
、
同
三
十
五
年
十
二
月
十
五
日
、
設
置
期
間
は
十
三
年
間
に
及
ん
で

い
る
が
、
明
治
二
十
九
年
に
古
河
市
兵
衛
は
軽
井
沢
銀
山
の
経
営
を
打
ち
切

っ

た
の
で
、
銀
山
の
郵
便
局
は
そ
の
後
、
軽
井
沢
本
村
に
移
し
五
年
間
も
設
置
さ

れ
て
い
た
。

　
軽
井
沢
郵
便
局
に
つ
い
て
は
、
「
第
六
章
第

一
節
鉱
山
史

・
軽
井
沢
銀
山
」
の

項
に
詳
述
し
て
あ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
重
複
を
さ
け
る
か
ら
そ
の
項
を
参
照
さ

れ
た
い
。


